
内容・配本予定
配本 書名・巻数 原誌号数 ※ 原誌発行年月 本体価格／刊行予定 等

第１回配本
『学生評論』第 1 巻
『学生評論』第 2 巻
『学生評論』第 3 巻

再刊第 1 号～第 4 号
再刊第 5 号～第 10 号
再刊第 11 号～第 16 号

1946 年 10 月～ 47 年 3 月
1947 年 06 月～ 48 年 3 月
1948 年 05 月～ 49 年 1 月

本体 57,000 円＋税
2020 年 2 月予定
ISBN978-4-8350-8341-4

第２回配本

『学生評論』第 4 巻

『学生評論』第 5 巻
『学生評論』第 6 巻

再刊第 18 号～通巻第 21 号・ 
別冊「受験特集号」
通巻第 22 号～第 24 号
通巻第 25 号～第 27 号

1949 年 06 月～ 50 年 1 月
1950 年 01 月
1950 年 02 月～ 50 年 6 月
1950 年 10 月～ 51 年 5 月

本体 57,000 円＋税
2020 年 6 月予定
ISBN978-4-8350-8345-2

別冊 解題・総目次・索引

第３回配本
『季刊大学』第１巻
『季刊大学』第２巻
『大学』第１巻
『大学』第２巻

第 1 号～第 2 号
第 3・4 号～第 6 号
第 1 巻第 1 号～第 2 巻第 2 号
第 2 巻第 3 号～第 2 巻第 9 号

1947 年 04 月～ 47 年 7 月
1947 年 11 月～ 48 年 9 月
1947 年 05 月～ 48 年 2 月
1948 年 03 月～ 48 年 9 月

本体 88,000 円＋税
2020 年 9 月予定
ISBN978-4-8350-8349-0

※ 各誌号数表記は混乱がみられるが、ここでは便宜的に一部を統一した。

お薦め先 ――― 学生運動史、文化史、大学教育史、近現代史、日本思想、日本文学等の研究者、大学・公共図書館。

【復刻版】戦後文化運動雑誌叢書⑮

学生評論・季刊大学・大学
全 10 巻・別冊「戦後学生雑誌と学生運動」

戦
争
に
よ
る
荒
廃
と
不
況
の
な
か
、
大
学
の
自
由
を
求
め
て
苦
闘
し
た
学
生
た
ち
の
知
的
動
向
を
伝
え
る

戦
後
学
生
運
動
史
の
重
要
資
料
、

『
学
生
評
論
』『
季
刊
大
学
』『
大
学
』を
つ
い
に
復
刻
‼

◎ 編集・解説＝中西直樹（龍谷大学教授）

◎ 推薦＝西山　伸（京都大学教授）

◎
配
本	

第
１
回
配
本
・
全
３
巻	

【『
学
生
評
論
』
１
～
16
号
】

	

第
２
回
配
本
・
全
３
巻
＋
別
冊
１	

【『
学
生
評
論
』
18
～
27
号
】

	

第
３
回
配
本
・
全
４
巻	

【『
季
刊
大
学
』／『
大
学
』】

◎
底
本	

『
学
生
評
論
』（
学
生
書
房
ほ
か
）
１
９
４
６
年
10
月
～
１
９
５
１
年
５
月

	

『
季
刊
大
学
』（
帝
国
大
学
新
聞
社
出
版
部
ほ
か
）
１
９
４
７
年
４
月
～
１
９
４
８
年
９
月

	

『
大
学
』（
大
学
文
化
社
ほ
か
）
１
９
４
７
年
５
月
～
１
９
４
８
年
９
月

◎
体
裁　
Ａ
５
判
・
Ｂ
５
判
／
上
製
／
総
約
４
０
４
０
頁

◎
揃
本
体
価 

２
０
２
、０
０
０
円
＋
税

不二出版
2019/6

別
税
て
べ
す
は
格
価
示
表

版
出
二
不〒

2
1
1

・0
0
0
5

　
　
　
　

道
水
区
京
文
都
京
東

2・
0
1
・
0
1

Ｌ
Ｅ
Ｔ

　

3
0
・

1
8
9
5

・6
7
0
4

Ｘ
Ａ
Ｆ

　

3
0
・

1
8
9
5

・6
7
0
5

振　

替　

0
6
1
0
0

・2・9
4
0
8
4

2019/6

別
税
て
べ
す
は
格
価
示
表

版
出
二
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1
1
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0
0
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京
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京
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Ｆ
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【復刻版】戦後文化運動雑誌叢書⑮

学生評論・季刊大学・大学
全 10 巻・別冊１

　　　　　　【復刻版】学園評論 全 9 巻・付録 1・別冊１　戦後文化運動雑誌叢書⑪

◎ 編集・解説＝中西直樹（龍谷大学教授）
◎ 推　　　薦＝西山　伸（京都大学教授）
◎ 体　　　裁＝ A5 判・B ５判／上製／総約 4,040 頁
◎ 揃　本　体　価＝ 202,000 円＋税

戦前から脈々と息づいてきた学生運動の精神は、戦後の混乱のなかでいかにして
甦ったのか？　『学生評論』『季刊大学』『大学』に併せ、すでに小社が復刻した 

『学園評論』の解説、総目次等も再録した戦後学生雑誌を一望するための必読書！

別冊『戦後学生雑誌と学生運動』
体裁＝ A5 判並製・約 290 頁　本体価＝ 2,500 円 + 税
ISBN978-4-8350-8354-4（第２回配本に含む。分売可）

※ 『学園評論』別冊の増補改訂版となります。

『学園評論』全９巻・付録 1
配本 書名・巻数 原誌巻号数 原誌（本）発行年月 本体価格／刊行年月

第１回配本
第 1 巻 第１巻第１号～第１巻第３号 1952 年　7 月～ 52 年 10 月 本体 51,000 円＋税

2011 年 7 月刊行
ISBN978-4-8350-7000-1

第 2 巻 第１巻第４号～第２巻第３号 1952 年 11 月～ 53 年　6 月
第 3 巻 第２巻第４号～第３巻第２号 1953 年　8 月～ 54 年　2 月

第２回配本

第 4 巻 第３巻第３号～第３巻第８号 1954 年　3 月～ 54 年　7 月
本体 51,000 円＋税
2012 年 1 月刊行
ISBN978-4-8350-7004-9

第 5 巻 第３巻第９号～第４巻第１号 1954 年　8 月～ 55 年　1 月
第 6 巻 第４巻第２号～第４巻第７号 1955 年　2 月～ 55 年　7 月
別 冊 解題・総目次・索引 　

第３回配本

第 7 巻 第４巻第８号～第５巻第１号 1955 年　8 月～ 56 年　1 月

本体 68,000 円＋税
2012 年 7 月刊行
ISBN978-4-8350-7009-4

第 8 巻 第５巻第２号～第５巻第５号　※ 第５巻第３号より『学生生活』と改題 1956 年　3 月～ 56 年　7 月
第 9 巻 第５巻第６号～第５巻第９号 1956 年　8 月～ 56 年 11 月

附 録

『わだつみに誓う　京大天皇事件の記録』
（京都大学同学会・全日本学生新聞連盟共編、学園評論社） 1951 年 12 月

『もう黙っていられない　東大事件はこれからもおこる』
（学園評論編集部編、学園評論社） 1952 年　4 月

『日本学生詩集　ささやくように』
（東京都学生文学懇談会・学園評論編集部編、理論社） 1953 年　4 月

『水爆よりも平和を』（京大水爆問題協議会・学園評論社編・発行） 1954 年　7 月
『世界の学生運動の新しい方向　第９回国際学連評議会報告・勧告集』
（祖国と学問のために編、学園評論社） 1954 年　8 月

◎ 解題＝中西直樹
◎ 推薦＝宇野田尚哉・西山　伸
◎ 体裁＝ A5 判／上製／総約 4,230 頁

◎ 揃本体価＝ 170,000 円＋税
◎ 原本提供＝花園大学図書館・京都大学大学文書館
◎ 別冊＝解題・総目次・索引　（本体価 2,000 円＋税）※残部僅少
 　ISBN978-4-8350-7014-8

カット：井手則夫
（『学生評論』再刊 13 号、
1948 年 8 月）より

小説「富士の眺め」挿絵：赤松俊子
（『大学』２巻８号、1948 年 8 月 より）

※ 収録内容、刊行時期は変更となる場合がございます。

2020.3.1.



各
誌
の
主
な
内
容

復
刻
版『
学
園
評
論
』に
続
く
、
待
望
久
し
い
学
生
運
動
史
シ
リ
ー
ズ
!!

『
学
生
評
論
』

再
刊
の
辞

　
『
学
生
評
論
』
は
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
前
の
一
九
三
六
年
、
京
大
事
件
以
来
学
問
の

自
治
、
な
ら
び
に
学
問
の
自
由
を
失
っ
た
大
学
に
お
い
て
、
京
大
事
件
の
流
れ
を
汲
む
学

生
が
、
滔
々
た
る
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
台
頭
に
「
文
化
の
擁
護
」
と
「
自
由
の
防
衛
」
を
め

ざ
す
学
生
文
化
運
動
の
一
翼
と
し
て
（
…
…
）
創
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。（
…
…
）
去
る

五
月
二
十
六
日
の
京
大
事
件
記
念
学
生
祭
、
七
月
十
九
日
の
自
治
確
立
学
生
大
会
等
に
お

い
て
結
集
さ
れ
た
学
生
の
間
に
は
、
今
度
こ
そ
目
を
さ
ま
し
て
、
学
問
の
自
由
を
守
り
通

す
決
意
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

　
今
こ
こ
に
、
往
年
の
「
学
評
」
育
て
の
親
で
あ
る
先
輩
諸
兄
の
ご
指
導
を
得
て
再
生
し

た
本
誌
は
、
学
生
の
生
活
に
密
着
し
、
学
生
の
心
に
く
い
こ
み
、
真
に
そ
の
名
に
背
か
ぬ
、

学
生
生
活
を
充
実
す
る
為
の
雑
誌
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
同
時
に
、
あ
の
暗
黒
の
時
代
に

あ
っ
て
、
真
理
と
自
由
の
最
後
の
一
線
を
死
守
し
た
す
ぐ
れ
た
先
輩
の
伝
統
の
継
承
者
と

し
て
、
現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
民
主
主
義
革
命
の
一
翼
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

（『
学
生
評
論
』
創
刊
号
よ
り
）

【
目
次
よ
り
】

（『
学
生
評
論
』再
刊
一
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
日
発
行
）

社
会
科
学
を
如
何
に
学
ぶ
べ
き
か  

大
河
内
一
男
／
自
由
の
た
め
の
闘

ひ  

羽
仁
五
郎
／
自
然
科
学
と
政
治  

武
谷
三
男
／
貴
方
は
何
が
読
み
た

い
か
―
積
極
的
に
御
投
書
下
さ
い  

学
生
書
房
／
戦
争
抛
棄
へ
の
道  

上

田
誠
吉
／
ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
の
き
た
前
後
（
私
の
学
生
の
頃
そ
の
一
）  

高
島
善
哉
／
我
等
の
発
言
―
官
私
学
の
撤
廃
に
つ
い
て  

船
橋
尚
道
／

学
生
と
失
業
問
題  

佐
原
洋
／
女
子
学
生
の
感
懐  

宇
治
千
枝
子
／
新
文

学
の
創
造
を
阻
む
も
の
―
―
文
学
と
戦
争
責
任  

木
曾
隆
三
／
ア
メ
リ

カ
の
復
員
学
生
（
海
外
学
生
情
報
そ
の
一
）  

高
橋
啓
／
闘
争
よ
り
闘
争

へ
（
先
輩
の
職
場
報
告
そ
の
一
）  

増
山
太
助　
ほ
か

『
季
刊
大
学
』

創
刊
の
言
葉

（
…
…
）
本
誌
は
旧
い
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
殻
を
打
ち
破
り
、
真
に
人
民

大
衆
を
基
盤
と
す
る
文
化
・
学
問
の
創
造
の
一
翼
た
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
こ
の
厳
し
く
進
み
つ
つ
あ
る
我
が
国
の
民
主
革
命
の
一

線
に
つ
ら
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
若
き
世
代
と
共
に
歴
史
創

造
の
力
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

�

（『
季
刊
大
学
』
創
刊
号
よ
り
）

【
目
次
よ
り
】

（『
季
刊
大
学
』
一
号
、
一
九
四
七
年
四
月
一
五
日
発
行
）

近
代
化
の
歴
史
的
起
点
―
所
謂
「
民
富
」
の
形
成
に
つ

い
て  

大
塚
久
雄
／
基
幹
産
業
の
現
状
分
析
と
今
後  

産

業
復
興
会
議
（
編
）
／
日
本
労
働
運
動
の
性
格
と
課
題  

氏
原
正
治
郎
／
学
問
の
新
た
な
在
り
方
―
混
乱
の
時
期

に
於
け
る
学
界
の
任
務  

飯
塚
浩
二
／
農
民
層
の
分
解

に
関
す
る
最
近
の
一
見
解
―
青
年
学
徒
え
の
手
紙  

豊

田
四
郎

〔
学
界
時
評
〕　
政
治
学
（
今
中
次
麿
）
／
行
政
学
（
辻

清
明
）
／
法
学
（
木
村
亀
二
）
／
数
学
（
遠
山
啓
）
／

物
理
学
（
武
田
栄
一
）
／
生
物
学
（
碓
井
益
雄
）
／
建

築
学
（
生
田
勉
）
／
哲
学
（
小
松
摂
郎
）
／
史
学
（
豊

田
武
）
／
社
会
学
（
福
武
直
）
／
理
論
経
済
学
（
横
山

正
彦
）／
社
会
経
済
史
学（
田
代
正
夫
）／
経
済
政
策（
安

藤
良
雄
）
／
社
会
政
策
（
隅
谷
三
喜
男
）
／
農
業
経
済

学
（
大
内
力
）
／
「
人
民
の
中
へ
」
と
人
間
の
自
覚
（
岩

間
徹
）

〔
文
化
時
評
〕　

文
学
（
野
間
宏
）
／
美
術
（
鈴
木
進
）

／
新
劇（
下
村
正
夫
）／
音
楽（
園
部
三
郎
）／
映
画（
青

山
敏
夫
）

モ
ラ
リ
ス
ト
の
精
神
と
そ
の
限
界  

森
有
正
／
東
大
に

二
研
究
所
新
設（
新
聞
研
究
所
／
社
会
科
学
研
究
所
）
／

大
学
受
難
廿
年
小
史　
ほ
か

『
大
学
』

創
刊
の
言
葉

　
あ
の
苛
烈
な
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
た
と
き
、
悲
し
い
運

命
と
知
り
つ
ゝ
も
自
己
の
延
命
を
宿
命
と
し
て
闘
い
続
け

た
の
は
誰
で
あ
っ
た
か
、
遙
か
な
る
理
想
も
、
火
の
様
に

燃
え
さ
か
る
青
春
も
、
た
だ
民
族
に
捧
げ
て
黙
々
と
死
ん

で
い
っ
た
の
は
誰
で
あ
っ
た
か
。

　
そ
れ
こ
そ
わ
が
青
年
学
徒
で
は
な
か
っ
た
か
、
勿
論
特

攻
隊
に
参
加
し
た
学
徒
た
ち
も
、
真
理
に
よ
り
忠
実
で
あ

ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
限
り
な
き
苦
悩
に
さ
い
な
ま
れ

な
い
で
は
な
か
っ
た
。

（
…
…
）
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
同
志
と
共
に
雑
誌
『
大
学
』

を
創
刊
し
た
。
学
生
生
活
の
改
革
と
、
諸
君
た
ち
の
研
究

論
文
の
発
表
機
関
誌
と
し
て
、
ま
た
学
徒
の
教
材
的
使
命

を
も
あ
わ
せ
て
遂
行
し
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

�

（『
大
学
』
創
刊
号
よ
り
）

【
目
次
よ
り
】

（『
大
学
』
一
巻
一
号
、
一
九
四
七
年
五
月
一

日
発
行
）

科
学
に
お
け
る
共
同
と
哲
学
に
お
け
る
自
由  

所
雄
章
／
日
本
的
学
問
の
分
析
―
日
本
的
性

格
に
就
い
て  

長
谷
川
明
雄
／
根
瘤
菌  

大
槻

勝
／
質
す
心
と
批
判
の
眼
―
ア
メ
リ
カ
研
究

以
前
の
常
識  

細
入
藤
太
郎
／
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
と
カ
レ
ヂ
の
生
活
―
ア
メ
リ
カ  

石
田
ア

ヤ
／
学
生
と
国
語
問
題  

柴
田
武
／
変
り
種

教
授
―
金
田
一
京
助
博
士  

編
集
部
／
哲
学

研
究
の
栞  

柳
田
謙
十
郎

〔
対
談
〕
学
問
と
政
治
と
生
活
―
象
牙
の
塔
か

ら
民
衆
の
大
学
へ  

本
多
顕
彰
　
ほ
か

学
生
生
活
の
将
来  

中
島
健
蔵

（
随
筆
）
旅
の
落
穂
／
（
詩
）
桃
、
焦
土
の
青

春
、
雪
と
梅
／
（
創
作
）
再
会　
ほ
か

● 

復
刻
に
あ
た
っ
て

　
終
戦
直
後
の
荒
廃
の
さ
な
か
、
学
問
の
自
由
と
自
治
を
ふ
た
た
び
失
う
ま
い
と

い
う
強
い
決
意
の
も
と
、京
大
事
件
に
前
後
し
て
廃
刊
に
追
い
や
ら
れ
た
雑
誌
『
学

生
評
論
』
の
復
活
が
さ
け
ば
れ
、
再
刊
さ
れ
て
ゆ
く
―
―
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
、
日
本
国
憲
法
発
布
、
二・一
ゼ
ネ
ス
ト
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
と
目
ま
ぐ
る
し
く
転
変
す
る
時
代
の
な
か
、
自
由
と
知
的
探
求
に
飢
え
た
学

生
た
ち
の
糧
と
な
り
力
と
も
な
っ
た
代
表
的
学
生
雑
誌
、『
学
生
評
論
』『
季
刊
大
学
』

『
大
学
』
を
こ
こ
に
復
刻
す
る
。
私
た
ち
不
二
出
版
は
す
で
に
、『
学
生
評
論
』
の

後
継
誌
で
あ
る
『
学
園
評
論
』
を
復
刻
、
戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
へ
と
続
く
日

本
社
会
の
変
容
を
鋭
敏
に
反
映
し
た
学
生
雑
誌
研
究
の
端
緒
を
切
り
開
い
た
。
当

時
の
学
生
た
ち
の
論
考
、
投
稿
は
も
と
よ
り
、
卒
業
後
の
職
場
報
告
、
紀
行
文
、

生
活
、
恋
愛
な
ど
多
彩
な
実
情
を
伝
え
る
『
学
生
評
論
』、
さ
ら
に
東
京
大
学
社
会

科
学
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
、
第
一
級
の
知
識
人
を
執
筆
陣
に
擁

す
る
総
合
的
学
術
・
文
化
誌
『
大
学
』『
季
刊
大
学
』
を
復
刻
す
る
こ
と
で
、
戦
後

の
知
的
状
況
が
浮
き
彫
り
と
な
る
だ
ろ
う
。�

不
二
出
版

❖ 

刊
行
の
辞 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖�

中
西 

直
樹

　
『
学
生
評
論
』『
学
園
評
論
』『
学
生
生
活
』
は
、
戦
後
雑
誌
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
学
生
を
主
た
る
読

者
と
し
、学
生
主
体
で
編
集
発
行
さ
れ
た
学
生
雑
誌
の
代
表
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。『
学
生
評
論
』と『
学

園
評
論
』『
学
生
生
活
』
の
間
に
は
編
集
方
針
で
若
干
の
断
絶
が
あ
っ
た
も
の
の
、
一
貫
し
て
全
国
学

生
自
治
会
総
連
盟
（
全
学
連
）
と
深
い
関
係
を
有
し
、
約
十
年
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
戦
後
の
学

生
動
向
と
初
期
の
学
生
運
動
の
実
態
を
知
る
上
で
第
一
級
の
史
料
で
あ
る
。（
…
…
）

　
今
般
、不
二
出
版
の
船
橋
治
会
長
か
ら
復
刻
の
お
話
が
あ
り
、『
学
生
評
論
』
に
加
え
て
、『
季
刊
大
学
』

『
大
学
』
も
復
刻
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
戦
後
大
学
史
の
研
究
は
、
と
り
わ
け
大
学
人
が
、
専
門
領
域

を
超
え
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
信
ず
る
。
し
か
し
、
そ
の
検
証
作
業
の
前
提
と
な

る
資
料
は
散
逸
し
つ
つ
あ
り
、
公
表
も
進
ん
で
い
な
い
。『
学
生
評
論
』『
学
園
評
論
』
の
よ
う
な
学
生

雑
誌
も
分
散
と
破
損
が
著
し
い
。
こ
の
た
び
の
復
刻
事
業
が
、
戦
後
大
学
史
の
研
究
発
展
の
一
助
に
な

る
こ
と
が
願
わ
れ
る
。（「
は
し
が
き
」
よ
り
）�

（
な
か
に
し
・
な
お
き　
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授
）

「
運
動
史
」
に
と
ど
ま
ら
ぬ
期
待�

西
山 
伸

　
二
〇
一
一
年
か
ら
一
二
年
に
か
け
て
復
刻
さ
れ
た
『
学
園
評
論
』
に
続
き
、
今
回
、『
学

生
評
論
』『
大
学
』『
季
刊
大
学
』
が
復
刻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
つ
て
『
学
園
評
論
』

が
復
刻
さ
れ
た
と
き
、
私
は
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
学
生
運
動
に
お
け
る
「
歴
史
の
空
白

期
」
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
期
待
を
表
明
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
学
生
運
動
に
対
す
る
日

本
共
産
党
の
影
響
力
が
強
ま
る
な
か
、
そ
れ
へ
の
反
発
も
含
め
た
学
生
た
ち
の
リ
ア
ル
な

反
応
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
『
学
生
評
論
』
に

お
い
て
も
、
一
九
五
〇
年
の
共
産
党
分
裂
前
か
ら
共
産
党
中
央
と
全
学
連
が
緊
張
関
係
に

あ
っ
た
様
子
、
あ
る
い
は
党
分
裂
以
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
な
ど
、
あ
く
ま
で
全
学
連
の

立
場
か
ら
で
は
あ
る
が
、
語
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、
今
回
の
復
刻
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
運
動
史
に
関
す
る
期
待
は
も
ち
ろ
ん
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。『
学
生
評
論
』
が
再
刊
さ
れ
た
一
九
四
六
年
一
〇
月
と
は
、

高
等
教
育
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
敗
戦
の
後
始
末
に
関
す
る
こ
と
は
終
わ
り
に
近
づ
き
、

新
し
い
学
制
に
向
け
て
の
動
き
が
始
ま
っ
た
頃
に
あ
た
る
。
授
業
料
値
上
げ
問
題
、
大
学

法
試
案
要
綱
に
象
徴
さ
れ
る
大
学
管
理
問
題
、
旧
制
教
育
機
関
統
合
に
よ
る
新
制
大
学
発

足
の
問
題
、
等
々
に
学
生
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
お
う
と
し
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
も
何
か
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
私
個
人
と
し
て
は
、

学
徒
出
陣
世
代
と
こ
の
時
期
の
平
和
運
動
を
担
っ
て
い
く
世
代
と
の
関
係
性
に
興
味
が
あ

る
の
で
散
見
さ
れ
る
『
き
け　
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
関
連
の
文
章
も
読
ん
で
み
た
い
。
そ

の
一
方
で
、「
国
立
大
学
受
験
特
集
号
」
と
い
っ
た
、
ま
る
で
受
験
雑
誌
の
よ
う
な
号
が

出
て
い
る
の
も
面
白
い
。
あ
る
い
は
多
く
を
大
学
教
員
が
執
筆
し
た
『
季
刊
大
学
』
を
ひ

も
と
け
ば
、
敗
戦
直
後
の
学
界
、
学
問
の
様
子
が
窺
え
そ
う
で
あ
る
。

　
併
せ
て
も
五
年
弱
と
い
う
短
い
期
間
の
刊
行
物
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
読
み
解

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
に
し
や
ま
・
し
ん　
京
都
大
学
大
学
文
書
館
教
授
）

推薦します



戦後の巨大なうねりのなかで、苦闘する学生雑誌の歩みを追う！
『学生評論』『季刊大学』『大学』関連年表

学生
評論

季刊
大学 大学 時期区分と流れ 関連する出来事

1946.10. 1 号

学
園
民
主
化
闘
争

全国大学の「社研」が中核となり、大
学の垣根を超えた交流が活発化。

教科書・良書の学生への提供の便宜を
図るため「学生書房」が設立。出版部
も創設。

旧「学評」の指導を得て、学生生活の
充実を図るとともに、民主主義革命の
一翼を担うため「学評」を復刊。

45.11 都下学生連合会、京都学生連盟結成。
46.3学生書房設立。　21.5京大事件記念学生祭。　
46.5 関東学生社研連結成（事務所 ･学生書房）。　
46.7 全国大学高専学生連合会関東支部結成。　
　第 1回自治権確立学生大会、参加 26校。　
46.�11 全国大学高専学生連合会、全国学生自治会
連合（全国自治連）として改組、再出発。

47�.1.31 学高専連合学生大会、40校 3万人が参加
して学生の自治権確立等を要求。

47�.2.1 ゼネスト禁止令。日本共産党、挑発的全国
行動をひかえ地域人民戦術に転換。　　

47.11 全国国立大学学生自治会連盟（国学連）結成。

1946.11 2号

1947.1. 3 号

1947.3. 4 号

1947.4. 1 号

1947.5. 1-1 号

1947.6. 5 号 1-2 号

1947.7. 6 号 2号

1947.8. 1-3 号

1947.9. 7 号 1-4 号

1947.10. 1-5 号

1947.11. 3・4号

1947.12. 8 号 1-6 号

1948.1. 9 号 2-1 号

教
育
防
衛
闘
争

政府による新制学校制度確立に向けた
諸施策が進行するなか、教育環境の整
備を求めて学生の統一行動が展開。

授業料値上げ、大学理事会法、大学地
方移譲への反対運動が展開。

48.6.26 全国ゼネストが転機となり、
9月の全学連結成へと結実。

48.10 以降、政府弾圧、日本共産党の
抑圧で全国的闘争低迷。

49.5 ゼネストで攻勢に転じ、大学法案
の粉砕を達成。以後も政府ＧＨＱ弾圧・
日本共産党への抑圧・分派の妨害のな
かで活動。

48.1 日本共産党、東大細胞再建。

48.3 大学管理理事法案 (BT 案 ) 発表。

48.6.1 関東自治連・国学連主催、教育復興学生決
起大会。60数校 2万名が参加。
48.6.26 学生運動史上初の全国ゼネスト、114校
20万人参加。

48.9 全国学生自治会総連盟（全学連）結成大会。
全国 148校代表 250名参加。
48.10.8文部次官､学生運動禁止を通達。秋田師範・
長野師範・日大三島予科等で弾圧事件。

49.1 日本共産党、国政選挙で 35人当選。全学連
に対する日本共産党の地域人民闘争戦術の強要強
まる。
49.5.24全学連全国統一スト、139校20万人参加。
吉田内閣、大学法案の国会上程を断念。
49.7.19 CIE 教育顧問のW.C. イールズ、「共産党
員の教授は大学を去るのが適当」と演説（イール
ズ声明）。以後、レッドパージ、学生自治会の弾圧
実施。

50.1.5 コミンフォルム、日本共産党主流派の「占
領下における平和革命コース」を全面批判。
50.5 マッカーサー、日本共産党非合法化示唆。
50.4-11 反イールズ・レッドパージ反対闘争＝日
本学生運動の真面目を発揮。
50.6.3 労学ゼネスト、イールズ声明反対、反帝平
和を掲げ、全国 43自治会参加。
50.6.6 マッカーサー、日本共産党中央委員 24名
を公職追放。
50.6.27 全学連指導的学生 38名除名 ( 日本共産党
と全学連とは敵対関係 ) 。
51.8 コミンフォルム、所感派支持を表明。
52.1.25「学園評論」発刊発起人会。

1948.2. 2-2 号

1948.3. 10 号 5号 2-3 号

1948.4. 2-4 号

1948.5. 11 号 2-5 号

1948.6. 2-6 号

1948.7. 12 号 2-7 号

1948.8. 13 号 2-8 号

1948.9. 6 号 2-9 号

1948.11. 14 号

1948.12. 15 号

1949.1. 16 号

1949.6. 18 号

1949.9. 19 号

1949.10. 20 号

1949.12. 21 号

1950.2. 22 号

反
帝
・
平
和
闘
争

コミンフォルム批判による日本共産党
分裂が、全学連分派生む。

イールズ声明・レットパージに対抗し
て反帝・平和闘争を展開。

8号 (26.3) 武井・南、関西学連執行部
の「右翼日和見」派を批判。

1950.4. 23 号

1950.6. 24 号

1950.10. 25 号

1951.3. 26 号

1951.5. 27 号

※　『学生評論』巻号数等は、便宜的に小社にて連番の号数で統一した。� 作成：中西直樹
※　『学生評論』第 17号は欠号。

『学生評論』再刊第１号（1946 年 10月）

『大学』第１巻第４号（1947 年 9月）

『大学』第２巻第９号（1948 年 9月）

『学生評論』再刊第 16号（1949 年１月）

内容見本
『
学
生
評
論
』

再
刊
の
辞

　『
学
生
評
論
』
は
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
前
の
一
九
三
六
年
、
京
大
事
件
以
来
学
問
の

自
治
、
な
ら
び
に
学
問
の
自
由
を
失
っ
た
大
学
に
お
い
て
、
京
大
事
件
の
流
れ
を
汲
む
学

生
が
、
滔
々
た
る
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
台
頭
に
「
文
化
の
擁
護
」
と
「
自
由
の
防
衛
」
を
め

ざ
す
学
生
文
化
運
動
の
一
翼
と
し
て
（
…
…
）
創
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。（
…
…
）
去
る

五
月
二
十
六
日
の
京
大
事
件
記
念
学
生
祭
、
七
月
十
九
日
の
自
治
確
立
学
生
大
会
等
に
お

い
て
結
集
さ
れ
た
学
生
の
間
に
は
、
今
度
こ
そ
目
を
さ
ま
し
て
、
学
問
の
自
由
を
守
り
通

す
決
意
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

　
今
こ
こ
に
、
往
年
の
「
学
評
」
育
て
の
親
で
あ
る
先
輩
諸
兄
の
ご
指
導
を
得
て
再
生
し

た
本
誌
は
、
学
生
の
生
活
に
密
着
し
、
学
生
の
心
に
く
い
こ
み
、
真
に
そ
の
名
に
背
か
ぬ
、

学
生
生
活
を
充
実
す
る
為
の
雑
誌
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
同
時
に
、
あ
の
暗
黒
の
時
代
に

あ
っ
て
、
真
理
と
自
由
の
最
後
の
一
線
を
死
守
し
た
す
ぐ
れ
た
先
輩
の
伝
統
の
継
承
者
と

し
て
、
現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
民
主
主
義
革
命
の
一
翼
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

（『
学
生
評
論
』
創
刊
号
よ
り
）

【
目
次
よ
り
】

（『
学
生
評
論
』再
刊
一
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
日
発
行
）

社
会
科
学
を
如
何
に
学
ぶ
べ
き
か  

大
河
内
一
男
／
自
由
の
た
め
の
闘

ひ  

羽
仁
五
郎
／
自
然
科
学
と
政
治  

武
谷
三
男
／
貴
方
は
何
が
読
み
た

い
か
―
積
極
的
に
御
投
書
下
さ
い  

学
生
書
房
／
戦
争
抛
棄
へ
の
道  

上

田
誠
吉
／
ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
の
き
た
前
後
（
私
の
学
生
の
頃
そ
の
一
）  

高
島
善
哉
／
我
等
の
発
言
―
官
私
学
の
撤
廃
に
つ
い
て  

船
橋
尚
道
／

学
生
と
失
業
問
題  

佐
原
洋
／
女
子
学
生
の
感
懐  

宇
治
千
枝
子
／
新
文

学
の
創
造
を
阻
む
も
の
―
―
文
学
と
戦
争
責
任  

木
曾
隆
三
／
ア
メ
リ

カ
の
復
員
学
生
（
海
外
学
生
情
報
そ
の
一
）  

高
橋
啓
／
闘
争
よ
り
闘
争

へ
（
先
輩
の
職
場
報
告
そ
の
一
）  

増
山
太
助
　
ほ
か

『
季
刊
大
学
』

創
刊
の
言
葉

（
…
…
）
本
誌
は
旧
い
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
殻
を
打
ち
破
り
、
真
に
人
民

大
衆
を
基
盤
と
す
る
文
化
・
学
問
の
創
造
の
一
翼
た
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
こ
の
厳
し
く
進
み
つ
つ
あ
る
我
が
国
の
民
主
革
命
の
一

線
に
つ
ら
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
若
き
世
代
と
共
に
歴
史
創

造
の
力
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

�

（『
季
刊
大
学
』
創
刊
号
よ
り
）

【
目
次
よ
り
】

（『
季
刊
大
学
』
一
号
、
一
九
四
七
年
四
月
一
五
日
発
行
）

近
代
化
の
歴
史
的
起
点
―
所
謂
「
民
富
」
の
形
成
に
つ

い
て  

大
塚
久
雄
／
基
幹
産
業
の
現
状
分
析
と
今
後  

産

業
復
興
会
議
（
編
）
／
日
本
労
働
運
動
の
性
格
と
課
題  

氏
原
正
治
郎
／
学
問
の
新
た
な
在
り
方
―
混
乱
の
時
期

に
於
け
る
学
界
の
任
務  

飯
塚
浩
二
／
農
民
層
の
分
解

に
関
す
る
最
近
の
一
見
解
―
青
年
学
徒
え
の
手
紙  

豊

田
四
郎

〔
学
界
時
評
〕　
政
治
学
（
今
中
次
麿
）
／
行
政
学
（
辻

清
明
）
／
法
学
（
木
村
亀
二
）
／
数
学
（
遠
山
啓
）
／

物
理
学
（
武
田
栄
一
）
／
生
物
学
（
碓
井
益
雄
）
／
建

築
学
（
生
田
勉
）
／
哲
学
（
小
松
摂
郎
）
／
史
学
（
豊

田
武
）
／
社
会
学
（
福
武
直
）
／
理
論
経
済
学
（
横
山

正
彦
）／
社
会
経
済
史
学（
田
代
正
夫
）／
経
済
政
策（
安

藤
良
雄
）
／
社
会
政
策
（
隅
谷
三
喜
男
）
／
農
業
経
済

学
（
大
内
力
）
／
「
人
民
の
中
へ
」
と
人
間
の
自
覚
（
岩

間
徹
）

〔
文
化
時
評
〕　
文
学
（
野
間
宏
）
／
美
術
（
鈴
木
進
）

／
新
劇（
下
村
正
夫
）／
音
楽（
園
部
三
郎
）／
映
画（
青

山
敏
夫
）

モ
ラ
リ
ス
ト
の
精
神
と
そ
の
限
界  

森
有
正
／
東
大
に

二
研
究
所
新
設（
新
聞
研
究
所
／
社
会
科
学
研
究
所
）
／

大
学
受
難
廿
年
小
史
　
ほ
か

『
大
学
』

創
刊
の
言
葉

　
あ
の
苛
烈
な
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
た
と
き
、
悲
し
い
運

命
と
知
り
つ
ゝ
も
自
己
の
延
命
を
宿
命
と
し
て
闘
い
続
け

た
の
は
誰
で
あ
っ
た
か
、
遙
か
な
る
理
想
も
、
火
の
様
に

燃
え
さ
か
る
青
春
も
、
た
だ
民
族
に
捧
げ
て
黙
々
と
死
ん

で
い
っ
た
の
は
誰
で
あ
っ
た
か
。

　
そ
れ
こ
そ
わ
が
青
年
学
徒
で
は
な
か
っ
た
か
、
勿
論
特

攻
隊
に
参
加
し
た
学
徒
た
ち
も
、
真
理
に
よ
り
忠
実
で
あ

ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
限
り
な
き
苦
悩
に
さ
い
な
ま
れ

な
い
で
は
な
か
っ
た
。

（
…
…
）
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
同
志
と
共
に
雑
誌
『
大
学
』

を
創
刊
し
た
。
学
生
生
活
の
改
革
と
、
諸
君
た
ち
の
研
究

論
文
の
発
表
機
関
誌
と
し
て
、
ま
た
学
徒
の
教
材
的
使
命

を
も
あ
わ
せ
て
遂
行
し
た
い
と
念
じ
て
い
る
。
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』
創
刊
号
よ
り
）

【
目
次
よ
り
】

（『
大
学
』
一
巻
一
号
、
一
九
四
七
年
五
月
一

日
発
行
）

科
学
に
お
け
る
共
同
と
哲
学
に
お
け
る
自
由  

所
雄
章
／
日
本
的
学
問
の
分
析
―
日
本
的
性

格
に
就
い
て  

長
谷
川
明
雄
／
根
瘤
菌  

大
槻

勝
／
質
す
心
と
批
判
の
眼
―
ア
メ
リ
カ
研
究

以
前
の
常
識  

細
入
藤
太
郎
／
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
と
カ
レ
ヂ
の
生
活
―
ア
メ
リ
カ  

石
田
ア

ヤ
／
学
生
と
国
語
問
題  

柴
田
武
／
変
り
種

教
授
―
金
田
一
京
助
博
士  

編
集
部
／
哲
学

研
究
の
栞  

柳
田
謙
十
郎

〔
対
談
〕
学
問
と
政
治
と
生
活
―
象
牙
の
塔
か

ら
民
衆
の
大
学
へ  

本
多
顕
彰
　
ほ
か

学
生
生
活
の
将
来  

中
島
健
蔵

（
随
筆
）
旅
の
落
穂
／
（
詩
）
桃
、
焦
土
の
青

春
、
雪
と
梅
／
（
創
作
）
再
会
　
ほ
か




